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講演会・総会報告 

講演会・総会が予定通り開催され無事終了しました。

以下のとおり報告いたします。 

〇日時  2018 月年 6 月９日―10 日 

〇場所   

・ 富山大学理学部多目的ホール(総会・講演会) 

・ 富山大学構内カフェアザミ(懇親会) 

・ 立山カルデラ砂防博物館、魚津埋没林博物館、

ルビカ工業(株) (見学会) 

〇参加者 

  講演会・総会：60 名、 

  懇親会：47 名、見学会：41 名 

 

講演会・総会会場 

 

講演会会場全景 

 

 

 

 

 

 

 

 

特別講演 

 

「富山県の鉱物」清水正明教授(富山大学) 

 

「ジルコンという鉱物から見た日本列島形成の歴史」 

大藤茂教授(富山大学) 

 

一般講演 

 

「TypeⅡa 天然ピンクダイアモンドのフォトルミネ

ッセンス ピーク H3, 535.8nm」斉藤宏会員 



 

「LPHT 処理されたピンク CVD 合成ダイヤモンド」 

北脇裕士会員 

 

「ルビー、スピネル、ガーネット結晶に添加した

Cr3+イオンからの蛍光の温度変化」勝亦徹会員 

 

「紫水晶とシトリンの色の起源について」 

荻原成騎会員 

 

「カンボジアで遭遇した合成ブルー・サファイア」 

林政彦会員 

 

「カンボジア・パイリン産のブルーサファイア」 

小川日出丸会員 

 

「Be を含む天然ブルーサファイアのナノインクルー

ジョン」江森健太郎会員 

 

「ナイジェリア産サファイアの微量元素比較」 

桂田祐介会員 

 

「ゴールドシーンサファイアの化学的特徴」 

三浦真会員 



 

「トラピッチェ・パターンの形成過程」 

川崎雅之会員 

 

「570nm 付近の吸収によるガーネットの様々な変色

性とブルー・ガーネット」中嶋彩乃会員 

 

「アクワマリンの加熱処理について」藤原知子会員 

 

「近代に生産された特殊な外観を呈するガラスにつ

いて」福田千紘会員 

 

「教材としての宝石活用の試み－真珠を例として」

嶽本あゆみ会員 

 

「マーケットに流通している有核のアコヤ養殖真珠

のサイズについての一考察」渥美郁男会員 

 

「例外的に見られた干渉色と輝度の関係性につい

て」南條沙也香会員 

 

「ゴールド系シロチョウ真珠に及ぼす稜柱層の影

響」大巻裕一会員 



 

「サンゴパールとその色の起源」猿渡和子会員 

 

総会内容 

〇H29 年度事業報告 

・ 総会・講演会・見学会・特別講演会 

2017 年 6 月＠早稲田大学 

・ シンポジウム 2017 年 11 月 

・ ニュースレター発行(No.11 - 13 号) 

・ 評議員選挙 

・ 幹事会・評議員会開催 

〇決算報告 

要旨集記載のとおり報告され、監事より承認と報

告された。 

〇事業計画（2018 年 4 月―2019 年 3 月）が以下のと

おり提案され承認された 

・ 総会・講演会の実施 6 月＠富山大学 

・ 講演会実施 関西での開催を予定 

・ 勉強会の実施   

・ 学会誌の発行 ５月に発行済 

・ ニュースレターの発行   

・ ＨＰでの情報発信 

・ 幹事会・評議員会の開催 

〇事業計画に関連して次の報告があった。 

・ 来年度の総会・講演会は東京地区の実施を予定。 

・ 2021 年開催の International Gemmological 

Conference(IGC)を日本に誘致する予定があり、

当学会もバックアップしたい。 

〇予算が要旨集のとおり提案され了承された。 

〇会員情報が要旨集記載のとおり報告された。 

  会費滞納者には督促している。 

〇情報について次の報告があった。 

・ 宝石学会誌のバックナンバーは、J-stage でオー

プアクセス（無料）されており、当会のホームペ

ージにリンクが貼られている。 

・ 宝石学会誌の最新号は、発行してから２年間、

会員がＩＤとＰＷを入力して閲覧可能。これら

は毎年更新。 

・ 講演要旨も J-stage で公開（無料）。アップロー

ド作業を外部委託。 

〇奨励賞が次の 2 氏に授与された。 

南條沙也香氏（真珠科学研究所） 

  「真珠の品質評価に関する研究」 

藤原知子氏（東京宝石科学アカデミー） 

  「各種宝石の鑑別に関する研究」 

 

 

 

○懇親会 

 

懇親会風景 

 

〇見学会 

 

立山カルデラ砂防博物館見学会の様子 

 

魚津埋没林博物館 



 

 

 

ルビカ工業(株)見学会の様子 

 

〇所感 

特別講演は、富山大学の 2名の先生にお願いしたが、

開催地の富山ならでの内容で、新しい知見が得られた。

清水先生の講演では、この地方は金の産出にも恵まれ、

地下資源の宝庫だったとのこと。大藤先生の講演では、

微細なジルコンの年代測定から日本列島の形成の歴

史を知ることができるということ。 

一般講演では、18 件の発表があり、聴講者それぞれ

役立つ情報を得られたことであろう。いつものことな

がら、基本的なことの勉強の必要性を感じた。スペク

トルピークの線幅、原子価、サファイアの産地、真珠

のテリと干渉色の関連 など。 

また、真珠を学校教育の教材として活用した事例の

発表も印象に残った。宝石利用の新しい展開として興

味深い。 

今年の講演時間は、特別講演が各 30 分、一般講演

が各15分と短く、もっとゆっくりたくさん聞きたく、

質問もしたかった。来年は講演会を 2 日間にしてもよ

いかもしれない。 

見学会では、ルビカ工業 KK のサファイア・ルビー

合成装置が忘れることのできない記憶に残るもので

あった。稼働中の装置を間近で見ることができ、結晶

の成長の様子が実感できた。 

装置は一見簡単そうだが、良質の結晶の育成のために

は、微妙な制御が必要で、多くのノウハウがあるのだ

ろう。 

また、特記すべきこととして、懇親会での料理。豪

勢な北陸の海の幸、日本酒が供され、豊かな気持ちに

なった。 

(神田久生) 

 

第 31 回 東京国際ミネラルフェア（6/1～4）開催！ 

今年も新宿の小田急第一生命ビル 1F スペースセブ

ンイベント会場で開催され，今回は「The Art of 

Inclusion」いうテーマで様々な鉱物の内包物の写真を

展示していた．デマントイド中の有名な”ホ―ステイ

ル”やアメシト中の気泡（丸いので気泡となっていた

が，おそらく液体を含む二相と思われる）などが写真

のパネルとなっていた．以前も紹介したが，合成水晶

を販売している日本電波は，会社の都合で今年限りの

出店ということで持参していた原石が２０％割引と

なっていた．また，別なところでは，スター・ダイヤ

モンドと称して，ダイヤモンドの黒色（石墨と説明し

ていた）内包物が放射状に中心から外側に伸びている

標本が売られていた． 

なお，9 月 28 日(金)から 10 月 1 日(月)まで，同じ

場所で東京国際ミネラル秋のフェアが開催される． 

（林 政彦） 

 

国際宝石学会議（ＩＧＣ）日本招致について 

国際宝石学会議 (Internal Gemological Conference) 

通称 IGC は、宝石学における国際学会として最も歴史

と伝統があります（http://www.igc-gemmology.org/）。

この度、2021 年の IGC 本会議を日本に招致すること

が内定しました。 

IGC は国際的に著名な地質学者、鉱物学者、先端的

なジェモロジストで構成されており、宝石学の発展と

研究者の交流を目的に２年に１度本会議が開催され

ています。 

本学会は、1951 年にドイツのイーダーオーバーシ

ュタインにおいて B.W. Anderson, E. Gubelin 等によ

ってフレームワークが形成され、翌 1952 年スイスの



ルガノで第１回会議が開かれました。発足当初はヨー

ロッパの各国で毎年開催されていましたが、近年では

原則 2 年に１回、ヨーロッパとそれ以外の地域の各国

で交互に開催されています。 

日本からは近山晶氏、エドウィン佐々木氏の両名が

1970年ベルギーでの第 13回会議に初参加されていま

す。1979 年のドイツの会議からは宝石学会（日本）初

代会長の砂川一郎博士も参加され、以降 2007 年のロ

シア会議まで砂川博士と近山氏の両名は日本代表と

してご活躍されてきました。 

IGC は他の一般的な学会とは異なり、クローズド・

メンバー制が守られています。メンバーはデレゲート

(Delegate) とオブザーバー(Observer) で構成されま

す。デレゲートは原則的に各国１～２名で、現在３３

ヶ国からの参加者で構成されています。このようなメ

ンバー制は排他的な一面があるいっぽう、メンバーた

ちの互いに尊重し合う格式ある風土やアットホーム

で親密なファミリーという認識の交流が保たれてい

ます。そのため、非常に濃密な時間を共有することが

でき、きわめて質の高い情報交換が可能となります。 

毎回の本会議においては、時々の先端的なトピックス

（ヒスイの樹脂含浸、コランダムの Be 処理、ハイブ

リッドダイヤモンドなど）、産地情報、分析技術などが

報告されます（ホームページにて本会議の講演要旨が

過去 4 回分ダウンロード可能です）。 

IGC の本会議は、発足当初には宝石学の発祥であるヨ

ーロッパの各国を中心に開催されてきましたが、1981

年に始めてヨーロッパ以外の国としてアジアの日本

が選ばれました。当時の日本は宝石学のまさに発展途

上期で、業界を挙げてのバックアップにより、日本会

議が大成功を収めたことが当時の文献に誇らしげに

記されています。また、この日本会議に参加された IGC

の現在のエグゼクティブたちにも好印象が記憶され

ており、再び日本で本会議を誘致するよう要望されて

きました。 

そして、2017 年ナミビアで開催された本会議におい

て 2021 年の開催国が検討され、賛成多数で日本での

開催が内定しました。宝石学会（日本）では、この IGC

の日本開催を支援することが評議委員会に提案され

て承認され、富山大学での総会で報告されました。具

体的な支援の方法は今後検討されますが、会員の皆様

にもご協力いただければと思います。 

IGC はメンバー制ですが、日本開催時にはオープンセ

ッションを設けて日本の業界関係者に広く開放した

いと考えています。また、本会議にも宝石学会（日本）

会員には一定数の参加を検討しています。 

 

2017 年 35th IGC Namibia での集合写真 

（北脇裕士） 

 

「宝石学会（日本）特別講演会＠大阪」 予告 

先日の総会で提案した関西での講演会ですが、 

次のように実施することにしました。 

予定に入れておいていただくようお願いします。 

(詳細は、追って HP などでお知らせします。) 

  

テーマ「合成ダイヤモンド～合成技術とその特徴～」 

講演１「宝石としての合成ダイヤモンド（仮）」 

北脇裕士氏（中央宝石研究所） 

講演２「高圧合成ダイヤモンド(仮)」 

角谷均氏（住友電気工業 KK）  

講演３「気相合成ダイヤモンド(仮）」 

鹿田真一氏（関西学院大学）  

日時: 2018 年 11 月 22 日（木） 14:00 ～ 17:00  

（懇親会 17:00～19:00） 

場所：住友クラブ 

大阪市西区江戸堀 1 丁目 13 番 10 号(成泉ビルディング) 
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